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明治以来わが国における西洋音楽の導入は百年以上を経過し，コンサートや音楽大学の数，ピ

アノその他の音楽教室の繁栄等をみる限りにおいては非常に大きな成長をとげてきたように思わ

れる．実際にヨーロッパ各地の有名音楽大学や音楽学校においてもわが国を始め中国，韓国，ベ

トナム等数多くの東洋出身の若い音楽家達が音楽を学び，演奏活動を行い，国際コンクール等に

おいても優秀な成績をおさめるようになってきている．

しかしながら，ヨーロッパ固有の歴史や風土の中で中世あるいはそれ以前から常に宗教や他の

芸術と密接なつながりをもちつつ発達してきた西洋音楽は，本当の意味でわが国にも根づいてき

たのであろうか．あるいはある一部の，経済的，文化的に恵まれた上流家庭にのみ見られるいわ

ば，うわくだけの現象でしかないのではなかろうか．

音楽とは，その言葉の意味から「音を楽しむ」ことであると考える．その本来の意味からする

ならば，その人のもつ技術や才能にかかわりなく楽しめるものでなければならない．これに対し，

小・中学校などの公教育において，あまりにも音楽の技術面を強調し，児童生徒の能力を重大に

考えすぎていないであろうか．そしてその結果，たくさんの音楽ぎらいの子供を育てていないで

あろうか．

「唱歌校門を出ず」という言葉は戦前よくいわれた言葉である!)そして現在でも同じような批

判がくりかえされている!)つまり子供達が教室で教わった音楽を家庭やその他，学校外で楽しん

でいるという風景はほとんど見られない．子供達をとらえて離さないのはもっぱらテレビ等のマ

スコミを通じた音楽である．このような現象はもちろん，学校教育における音楽の授業が充分そ

の機能を果していないところに起因しているのであろうが，さらに教員養成課程における音楽の

授業方法や内容にも問題があると考えられる．

この論文は以上の点をふまえ，特に鍵盤楽器及び理論（楽典）教育における問題点を明らかに

し，即興伴奏の指導を導入することによってより柔軟な指導力のある教師を養成しようとするも

のである．

Ｉ即興伴奏指導の意義

１．小学校教員養成課程における「音楽」のかかえている問題点

小学校教員養成課程における「音楽」のかかえている問題点についてはすでに度々論じられ

てきている!)その問題点は次の二点に整理できる．

(49）



5０ 吉永誠吾

け）学生の音楽的能力と学習意欲

まず問題となるのは学生の音楽的能力の個人差が大きいことである．中学生あるいはそれ以下

の音楽的能力しか持たない4)学生がいるかと思えば，ピアノその他の個人的な学習経験を持つも

のまで，その差は大きい．学生の音楽能力を箸るし<低くしていることの最も大きな原因は，高

校において音楽を選択していないものが多数いることに起因していると考えられるが，たとえ，

音楽を選択したものであっても，それが積極的選択でない場合が多く】現行の入試制度では音楽

を軽視していることは当然考えられる．

これに加え小・中・高校のみならず大学においてもその教育内容や方法が児童生徒及び学生達

の興味をひかない場合も多く，音楽に対する学習意欲にも影響し，学生達の音楽的能力を低くし

ている．

（ﾛ）免許法とカリキュラム

このような音楽的能力の低い学生に対し，現行の免許法及びそれにもとづいて作られている大

学のカリキュラムや授業内容は充分に対応しているとはいえない!)そしてその能力差を縮めるこ

とはほとんど不可能に近い．

２即興伴奏指導の意義

楽典はそれ自体，音楽教師にとってぜひ必要なものである．しかしそれが単に知識として理解

されうるものでないことも確かであろう．つまり，何らかの実技を通じて理解され，獲得されう

るものであって，そのような指導方法が工夫されなければならない．

しかも，単なる楽典の知識だけでは簡単なメロディくらいは作れても，それ以上の発展は望め

ない．そしておそらく，教師の指導内容は印刷された楽譜にのみ限定されてしまうであろう．も

し音楽の授業に豊かな創造性を求めるとすれば，単に演奏における創造性のみならず，例えば簡

単なメロディから美しいハーモニーが生まれたり，曲想に合ったオリジナルの伴奏が工夫された

り，面白いアドリブが加えられるとしたら，限りない創造性となるであろう．又，教師用指導書

に書かれた既製の伴奏がその教師にとってむずかしい場合，その教師に演奏可能な伴奏を工夫す

ることによって，歌唱指導をよりスムーズにすることなどもできよう．

アンケートを見てみると!)現在多くの大学でバイエルをテキストとして使用していることがう

かがわれる．バイエルがよいテキストであるかどうかの判断は一応おくとしても，ただひたすら，

決められた教材を順に消化していくという消極的な学習形態は学生の能力を充分高めるとはいえ

ず，むしろ，学習意欲の減退につながるおそれもあろう．

以上のような点を考える時，学生の学習意欲を高め，簡単な作曲法及び実技を含んだ総合的な

指導法の導入が強く望まれる．

３コンブレヘンシーブ・ミュージシヤンシップについて

アメリカにおける「現代音楽研究プロジェクト]）（ContenporaryMusicPrqjcct,以下略してＣ・

Ｍ．Ｐと記す）は現代における音楽教育研究の中で最も注目されている大規模な研究の一つである．

このプロジェクトの起源は1958年にフォード財団の援助によって行なわれた「若い作曲家を学校

に配置する計画yの発展したものであるが，さらに全米音楽教育者会議（MusicEducatorsNa‐

tionalConference,略してＭＥＮＣ）は1963年よりこの計画を拡大して，先に述べたＣ・Ｍ．Ｐを行



小学校教員養成課程のための「即興伴奏」指導の試み 5１

っている．

Ｃ・Ｍ．Ｐでは色々な大学でセミナーや研修会が行われ，その過程でComprehensiveMusician‐

Ship（以下Ｃ・Ｍ）と略す）という理念が叫ばれるようになった．その初期のＣ・Ｍ．Ｐの目標は次

のようなものであった．

（１）公立学校における音楽の創造的な面をよりいっそう強調する．

（２）音楽教育において，現代音楽のイディオムを理解し受容できるように確実な基盤と環境を

創りあげる．

（３）作曲と音楽教育という専門分野の問に横たわる差別のようなものを，作曲家・音楽教師両

者のために少なくしていく．

（４）教師や生徒における，現代音楽の質に関する趣向や識別力を豊かにする．

（５）もしできれば生徒の中から創造的な才能に恵まれたものを見出す!）

この０Ｍという言葉を曰本語に訳するとすれば音楽的総合理解という意味にでもなるであろ

うか，しかし正確な訳語ではないかもしれない．いずれにしても具体的には①聴取・分析・評価，

②演奏，③作曲の過程と技法に対する幅広い能力と理解といった意味である10)この０Ｍという

理念が叫ばれるようになった背景，特に大学の音楽カリキュラムについてノースウェスタン大学

アラン・パーソン博士は次のような問題点を指摘している．

（１）内容がばらばらになっている．

（２）各学科の指導がそれぞれ関連なしに行なわれている～

（３）過去に使われたある音楽技術の重要性が誇張されている．

（４）現代音楽や，歴史上あまり目立たない分野の音楽を指導するのを避けたり，遅らせたり，

また他の文化の音楽を無視したりしている．

（５）学生の聴取能力を伸ばす訓練が弱い11）

また，イーストマン音楽学校，サムエル・アドラー博士は「昔は演奏家は作曲家であったし，

音楽の分野での包括性（コンプレヘンシープネス）をずばり示したような偉大な音楽家に何年も

の間弟子入りして訓練されたのである．…中略…時代が進み演奏家や作曲家が徐々に別個の個人

に変形するにつれて，音楽についての包括的な知識やその技術は，演奏家よりいっそう包括的に

いつもしむけられている作曲家の方に身をつくようになったのである．そしてさらに専門化され

て種々な専門家が造り出され，すべての総括的な知識を細かく砕いてしまった．その結果，演奏

家，作曲家，指揮者，音楽学者，音楽理論家というようなたくさんの音楽家のカテゴリーを作っ

たのである１２)と批判し，よりコンブレヘンシーブな音楽家の登場を求めている．同博士によれば

そのような音楽家ないし演奏家とは，

Ｏ音楽的にも言葉の上でも分析することができる．また独奏したり他の器楽奏者や声楽家とも

組んで演奏できる．

Ｏ過去現在にわたる音楽作品をよく知っていて，自分の限られた演奏分野だけでなく，はるか

に広範囲にわたってコーチしたり指揮もできる．

Ｏ音楽的に判断したり一般的な審美的判断をしたり，あるいは伝統的な演奏の場から出て新し

い冒険をするために，音楽的な実例を創り出すことさえできるような技能を，理論的なものと同

様に持っている}3）

また，イーストマン音楽学校ワーーレン・ベンソン教授は「器楽専攻の学生は，自分のテクニッ

クの範囲内で，自分の専攻楽器のために，ある技術的欠点を克服することをねらいとした－組の

エチュードを書けるかもしれない．指揮専攻の学生は，自分の芸術にぴったりな特別のテクニッ
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クを練習することを求めるような練習曲を工夫するかもしれない．小学校の問題に関心を持つ音

楽教育専攻の学生は，ユニークな状況で，あるグループが演奏するための教材・歌・舞曲・打楽

器の作品などをたいへんよく書くかもしれないし…中略．．`音楽史専攻の学生は，ある作曲のプロ

セスを表わす独創的な実例を取りあげて，それらのもとになるものを，理論的にもあるいは音楽

文献の中からも取り出して説明できるようになるだろう」というふうに「種々の段階で作曲のプ

ロセスを経験し，作曲技術を伸ばし理解を深めることを通して学生は進歩していくｙ)と主張する．

IＩわが国における，よりコンブレヘンシープな作曲及び演奏指導例

以上述べたような指導理念あるいは方法に関連し，特にＣ・Ｍの理念とは関係しないまでも，

よりコンブレヘンシープであると思えるような様々な指導例やテキストをみることが出来る．そ

の中でいくつか関連あるものをひろってみると，

OrMusizierenのための音楽構成理論教育の－試案１F）……三好啓二

ｏｒ教員養成大学における音楽学習の－考察1F）……三好恒明

ｏ「コードネームによるピアノの即興伴奏法y）……西山英二

上述の三例は西洋音楽の古典的作曲理論によっている．

Ｏ「専門科目“音楽，，の授業内容と方法の研究P）……宮城教育大学音楽科教官団

ｏｒピアノ小集団学習子）……野村幸治

上記二例は必ずしも内容を西洋音楽に限定せず，実験的内容も含んでいる．

ｏｒ創作指導の体系試案としての大宅方式について３０）……島岡譲

ここでとりあげるものは，直接小学校教員養成課程の教育内容や方法とは関係ないものである

が，筆者がこれから述べようとする即興伴奏の指導に大きく示唆するものであり，きっかけとも

なったものである．

東京都日野市立七生中学校において，同校教諭大宅寛氏は，普通のクラス授業の中で創作指導

を行っている．その創作指導の中心となっている考え方について島岡氏は「音楽は言語と同じく

コミュニケーションであり，それぞれの様式の音楽には，それぞれ独自の構文原理が前提されて

いる．…中略…音楽教育とはこの構文原理を十分に体得させ，それを通じて正しいコミュニケー

ションを行いうるように学習者を導くことにほかならない」とし，次のように結論づけている．

第１に，初歩段階において有効な音楽教育を行いうるためには，教育内容を１つの音楽様式に

限定しなければならない．

第２に，そのぱあいに選択されるべき音楽様式としては，できるだけ構造原理が単純明快で理

解しやすいものがよい．

以上のような考えのもとに大宅氏はバロック音楽の様式によって，次に述べるような創作指導

を行っている．

（a）一部形式（a'・ａ'）の指導（第１フレーズは半終止，第２フレーズは全終止のメヌエット)．

（b）反復進行

（c）反復進行を応用した二部形式化の部分を反復進行とするａ・ａ'．ｂ・a!）の指導．

（d）三部形式（中間部Ｂを平行調とするＡ・Ｂ。Ａ）の指導．

そしてここに示された生徒達の作品例をみると，島岡氏も指摘しているように，このような初

歩段階においてもすでに，どんな大曲にも通じる楽曲構成原理が萌芽的な形で含まれており，大

学においても一般学生の理論授業の中で十分活用しうることがうかがわれる〆
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Ⅲ即興伴奏指導過程

熊本大学教育学部小学校教員養成課程では教科専門科目としては小学音楽１．Ⅱ及び教職専門科

目としては音楽教材研究がそれぞれ２単位ずつ，合計６単位が，開講されている全ての科目であ

る．従来は小学音楽Ｉは楽典の講義，Ⅱはバイエル教則本によるピアノの実技指導，音楽教材研

究では小学校における歌唱及び合唱教材の練習が中心であった．しかし，現在では小学音楽Ｉは

２人の教官が担当し，合唱コース及び器楽創作コースに分け指導を行っている．小学音楽Ⅱは学

科教官全員及び非常勤１名が指導にあたり，５つのコースに分けている‘その内訳けは①ピアノ

コース（従来のバイエルを始めプ学生の能力に応じて高度の演奏指導も行う)，②合唱コース,③

弦楽器（主としてギターであるがバイオリン族の楽器も含む)，④管･打楽器コース，⑤即興伴奏

の５つである．そしてさらに音楽教材研究では２人の教官が担当し，小人数グループによる模擬

授業，創作，合唱・器楽によるアンサンブルなどによって授業を構成している！'）

小学音楽皿の即興伴奏指導では，授業時間が１コマ90分で15週あるので，その中で基礎理論の

指導，歌唱教材による伴奏譜作成，バイエル（70～80番程度）の楽曲分析とそれにもとづくオリ

ジナル楽曲の作曲というように３つの内容に分け，さらに能力のあるものには合唱編曲（部分合

唱も含む）及びアドリブ旋律の工夫なども行っている．しかし実際には前述の３つの内容で精い

っぱいである．

１．基礎理論の指導（島岡理論とその応用）

基礎理論の指導では，楽典の中でも特に即興伴奏に必要な和音（Ｉ～ＶⅡ）及び主要三和音と

Ⅱ度の和音について説明し，限定進行音（属七の導音→主音，属七の七音→１度の第３音）や属

七の七音，導音を重複しないことなどの注意をする．（しかし実際には伴奏譜作成の際に添削す

る過程で改めて指導しなければならない）

実際に和声学をまともに勉強しようとすればまず２～３年はかかるであろうといわれている12）

そしてそのようなことがこの講義の中で不可能なことはいうまでもない．そこでまともな理論の

講義をするよりも終止形やソプラノとパスの進行についていくつかのパターンを覚え，それを応

用することによって即興伴奏の指導を容易にしようと考えている。

Ｒ）終止形のパターン

譜例１では，四種類の終止形パターンをあげた．この場合，島岡譲氏のテキストから応用して

いるが;3)左手伴奏が容易になるように書きかえている．学生達はこの終止形を演奏し（できれば

覚えてしまう）伴奏のリズムや旋律にも変化を加えて譜例２．３のような即興演奏をさせている．
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譜例 終止形パターン
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小学校教員養成課程のための「即興伴奏」指導の試み 5５

口Ｄ→Ｔ（V7→I）進行における外声（ソプラノとバス）の代表的パターン‐

島岡氏はさらにＤ→Ｔ（V7→I）の和声進行においても両外声のいくつかのパターンを示してい

る?4)もちろん，この場合島岡氏も注意しているように終止の部分を除く進行のパターンが示され

ているわけだが，終止形の場合と同様に伴奏のリズム変化，旋律の装飾などによって，譜例４の

ように即興演奏をさせている．

譜例４，→Ｔ（V7→I）における両外声のパターン
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吉永誠吾5６

２．歌唱教材による伴奏譜作成

以上の事項を最初の２週間位で指導するが，徹底しないことはもちろんである．従って，実際

には伴奏譜を作成しながらそれらの事項を理解していくことになる．

伴奏譜作成の手順としては，譜例５にあるように，まず旋律に合った和音とパスを決定し，次
に伴奏のリズムをその楽曲の形式にふさわしく変化させる．この場合，例えば二部形式（ａ・ａ'．

ｂ・ａ'）ではａ・ａ'に同じリズム形を，ｂにちがったリズム形を作るよう工夫させている．

譜例5．和音とバスの決定
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小学校教員養成課程のための「即興伴奏」指導の試み 5７

３．バイエル分析とオリジナルの作曲

単にバイエルやソナチネなどを機械的に弾くだけでは，それらと同じような形式の楽曲を作曲

することはむずかしいと考え，それらの楽曲の構成や和声を分析し理解することによって，ある
程度の作曲能力育成を目的とした指導をとり入れている．

譜例７はバイエル88番の和声進行と楽曲構成をわかりやすくしたものである．このようにして
２～３曲のバイエルの分析を行い，簡単な楽曲形式（２部・３部形式）について説明した上でオリ
ジナルの作曲を行う．

譜例7．バイエル88番
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吉永誠吾5８

４即興伴奏の指導結果とその評価

譜例８及び１０は学生（この場合，ピアノ指導を受けたことのない男子学生）の作品である．そ

の作品に和声上のあやまりが少々あっても，聴感上おかしくなければ大目にみる必要があろう．

平行五度や平行八度などの和声上の規則をどの程度徹底するかということの判断はきわめてむず

かしい．

譜例８．学生の作品から「ふるさと」
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譜例１０は学生のオリジナル作品であるが，くりかえしのあとの第１小節から第２小節にかけて

の平行五度は，例えば譜例llのように変えることによってさけられるが，この程度の指導は必要

だと考えている．

譜例10学生のオリジナル作品（バイエルスタイルによる）
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以上のような作品例はどちらかといえば優秀な方であり，中にはとても必要なレベルに達しな

いものもある．多人数を限られた時間内に指導しなければならないということは，どのような指

導法もこれを解決できないことを痛感している．本学にはＭ・Ｌの装置がないので早急にその設

置が強く望まれる．

以上のような反省はあっても最後の授業時間における学生の意見では「印刷された伴奏譜をよ

く見るようになった」とか，「印刷された伴奏譜がよく理解できるようになった」という意見がで

てきており，音楽教材研究における模擬授業では，自分で伴奏譜を作ってくるものも現われた．

従って，これらの点は即興伴奏指導の成果として評価できると考えている．

５．今後の課題

戦後のわが国の経済的成長は広く人々の生活を潤おし，音楽の面においても，その恩恵を受け

ているかにみえる．もはや，ピアノのある家庭がそれほどめずらしくなくなり，町のピアノ教室

は大変繁盛し，コンサートや音楽教室の発表会なども盛んに行われている．

しかし，これらの現象は音楽が本当に人々に愛され，理解されていることを意味しない．むし

ろ，このような表面的な繁栄の影で自分達が受けてきた音楽教育をうとましく思い，嫌ってさえ

いる学生が数多くいることに驚かざるをえない．実際に，多くのコンサートでチケットがなかば

押し売り的に売買されている現象は，社会生活の中で音楽というものがいびつに歪んで存在して

いることを如実に物語っている．

それだからこそ，学生達がこれから教壇に立ち，音楽の授業を行うことによって，再び音楽ぎ

らいの子供達を育てるというような悪循環は絶対にたち切らねばならない．

しかし現在，小学校の音楽の指導で大活躍している先生達の中に，大学で受けた授業よりもオ

ーケストラや合唱などのサークル活動がきっかけで，音楽に情熱を燃やしている人が多いという

事実は，いったい大学の役割というものが何であるかについて深く考えさせられる．おそらく，

１人１人の学生は将来40人前後の子供達を相手にすることになるであろう．ということは，１人

の学生の影響は40倍になって，よくもなり悪くもなるということを意味しないであろうか．

音楽がなぜスポーツのように無心に楽しまれないのかということは，筆者の最も素朴な疑問で

ある．例えば，なぜポールを無心にころがすように，音楽においても音を自由にころがして楽し

めないのであろうか．おそらく，音楽をあまりにも奥深い芸術と考え，教育においても子供達の

能力を重大に考えすぎたためではなかろうか．むしろ音楽とは，もっと人々の生活に結びついた

潤滑油のようなものであり，何か楽器が演奏できるとか，特別な才能があるとかいうことに関係

なく，だれもが楽しめるものでなくてはならないと考える．

モーツァルトの音楽を聞いていると，彼が無心に音をもて遊んでいる様子が目にうかんでくる．

非常にすぐれた指導者であった父レオポルドは，音を自由にもて遊ぶ技術をこそ，モーツァルト

に授けたといえないであろうか．

そのような意味からも，1人１人の学生が音楽を楽しめるようになり，彼らがさらに音楽好き

な子供達を育てていくというような，よい意味での循環がおこってくるような音楽教育のあり方

を考えていかねばならない．そしてそのためには，この小論で述べた即興伴奏のような，柔軟な

理論指導，実技指導が必要であり，この他，アンサンブルを中心にした演奏指導35)自然に親しめ

る音楽鑑賞などについて，今後幅広く考えていきたい．
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